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与えられたパネル（２０号）、紙を用いて、 

作品制作をしなさい。 

 

・必ず、与えられた支持体（紙）に制作すること。 

・他の受験生の迷惑になるような行為はしないこと。 

・試験時間中、自由に試験室を出入りしても良いが、学外へは出ないこと。 

・昼休み（12:00〜13:00）は試験室を施錠します。昼食は学食等でとること。 

・最終日（18日）は午前のみの試験となり、午後からは面接を行います。 

・ 解答作品は採点後返却しません。 

 

※ 模写で受験する受験生は、別紙の注意事項があります。 

 



模写受験者への諸注意 

課題について 

・手本によっては配布した紙枠を絵にあて、枠内の部分を模写して下さい。 

 トリミングによってはみ出た部分は描かなくて構いません。 

・くじ引き後、手本の交換は認めません。 

・試験終了時はパネルに水張りせず、そのまま提出して下さい。 

 

手本の扱いについて 

・昼休憩、毎日試験時間終了後（17 時）には手本を巻き、配布したレーヨン紙にくるんで 

机上に置いて下さい。試験時間以外は手本を拡げたまま放置しないこと。 

・手本の上に紙、文鎮以外のものは置かないで下さい。絵具などが絶対に付着しないように。 

・本学資料館に収蔵されている資料です。その他、取り扱いには十分注意して下さい。 
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